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研究成果の概要（和文）：　月経困難症や月経前症候群などの月経関連疾患は、女性のQOLを著しく低下するも
のであり、近年でも増加している。また、月経は妊娠分娩と密接な関係がある。母子コホート調査であるエコチ
ル調査より宮城県の妊婦2,310人を対象に、分娩後に再開した月経における疼痛や月経前の精神的不安定さの程
度について検証した。
　分娩後1.5年までに再開した月経において、月経痛の程度は、妊娠前の属性、妊娠中の不安や抑うつ、産後う
つ、月経再開後の周期不順と関連し、月経前の精神的不安定さは妊娠中の喫煙や精神状態と関連していた。しか
し月経困難症も月経前症候群も、周産期の合併症や異常経過とは関連していなかった。

研究成果の概要（英文）： Menstrual-associated diseases, such as dysmenorrhea and premenstrual 
syndrome, markedly lessen the quality of women's life and have risen in recent years. And 
menstruation is closely related with pregnancy and delivery. From the data of JECS, maternal and 
child cohort study, we analyzed 2,310 pregnant women in Miyagi to verify information regarding 
menstrual-associated diseases after delivery. 
　In menstruation resuming one and a half years after delivery, pain level was associated with 
baseline characteristics before pregnancy,　psychological distress during pregnancy and postpartum 
depression and irregularity of menstruation. Premenstrual mental instability was associated with 
smoking and psychological distress during pregnancy. Though menstrual-associated diseases were not 
associated with prenatal complications and abnormal perinatal course. 

研究分野： 婦人科

キーワード： 月経関連疾患　月経困難症　月経前症候群　エコチル調査　分娩後
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１．研究開始当初の背景
 

月経困難症や月経前症候群などの月経関
連疾患は、女性の
のであり、近年でも増加している。
と治療戦略のための基礎的および臨床的研
究はなされているが、
くはない
前向きコホート調査を分娩後まで継続し
経関連疾患に注目した大規模コホート
は少ない。
 
２．研究の目的
 
「エコチル調査」の宮城ユニットセンター

対象者コホートより、分娩後に再開した月経
における
患率と、環境因子や妊娠経過が及ぼす影響に
ついて、アンケート調査のデータを用い明ら
かにする。
 
３．研
 
 本研究では、
おり、全ユニットセンター共通の
宮城ユニットセンター対象者を限定した追
加調査から得られたデータを解析した。
 分娩後
ら、分娩後に再開した月経における月経
月経前症候群
アンケート調査のデータを抽出し
発症状況と、生活・環境因子、妊娠分娩経過
との関連について検討した。
 
（１）月経
月経が再開した対象に対して、自記式アン

ケート形式により、月経痛の程度を「
い」、「軽度」、「中等度」、「重度」の
評価した。
 
（２）月経前症候群
分障害（
 PMS
の精神状態に関する
る Premenstrual Symptoms Questionnaire
（PSQ
の重症度
れる頻度
の判定基準に従って、
「No/mild PMS
PMS」、「
 
４．研究成果
 
登録時から分娩時までのデータが含まれ

たエコチル調査
28 年
らエコチル調査に協力した全
ンターでリクルートされた妊婦
データが含まれていた。内、宮城ユニットセ
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PMS の各症状の頻度（表１）を見てみる
と、中核となる 4症状「抑うつ気分や絶望感」、
「不安・緊張・興奮・イライラ」、「涙もらい、
傷つき易い」、「怒り」で、中等度もしくは重
度であったものは、それぞれ 8.4%、30.0%、
8.9%、28.8%であった。非妊娠若年日本女性
と比較し、「抑うつ気分や絶望感」、「涙もろ
い、傷つき易い」、「怒り」は低く、「不安・
緊張・緊張・興奮・イライラ」は高い傾向に
あった。その他の症状で、重症度が中等度以
上であったものの中では、身体症状（乳房の
張りや痛み、頭痛、関節痛、筋肉痛、体重増
加、体のむくみ）の自覚が最も多かった。続
いて、「無気力や倦怠感」、「過眠または不眠」、
「食欲の変化」の多かった。対して、「興味
の減退」、「集中力低下」、「感情の制御不
能感」は少なかった。 

 
（表１）PMS 症状の重症度別の頻度(%) 

 
PMS 症状により障害される日常生活や社

会生活の頻度を表２に示す。「日常生活の効
率や生産性」、「社会生活の活動」、「他人との
関係性」において、中等度もしくは重度に障
害された頻度は、それぞれ 6.8%、1.9%、2.2%
となり、どの項目においても少なかった。 

 
(表２)PMS 症状により日常生活や社会生活
に支障が出る頻度（％） 

 
 
 PMS/PMDD 分類から、その頻度を見てみ

ると、「Moderate to severe PMS」2.1%、
「PMDD」0.5%であった。非妊娠時若年日本
女性に比して極端に低い頻度であった。さら
に基礎属性の中で、未婚、精神疾患既往と関
連があり、妊娠中の喫煙や不安・抑うつとの
関連も認められた。また、月経痛と同様に、
周産期合併症（流早産、 Hypertensive 
disorders of pregnancy、妊娠糖尿病など）
や分娩経過（分娩様式、分娩時出血、母児入
院期間など）との関連は認められなかった。 

 
分娩後再開した月経において、疼痛と精神

状態には相互的な関連が認められ、月経痛が
強いほど中等度以上のPMS およびPMDD
を罹患するリスクが高かった。 
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